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高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
発
生
す
る
過
労
死
の
実
態
把
握
と
公
表
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
を
含
む
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
」
が
平

成
三
十
年
四
月
六
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
、
五
月
三
十
一
日
に
、
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

過
労
死
等
の
労
災
補
償
状
況
に
つ
い
て
、
脳
・
心
臓
疾
患
と
精
神
障
害
ご
と
に
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
八
年

度
の
各
年
度
に
お
け
る
、
労
災
発
生
時
に
裁
量
労
働
制
が
違
法
に
適
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
「
裁
量
労
働
制
対
象
者
に
係
る

支
給
決
定
件
数
」
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
過
労
死
の
支
給
決
定
件
数
を
示
し
て
下
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
裁
量
労
働
制
対

象
者
に
係
る
過
労
死
の
労
災
支
給
の
申
請
件
数
を
示
し
て
下
さ
い
。
そ
の
上
で
、
実
際
に
裁
量
労
働
制
が
適
用
さ
れ
て
い
る

労
働
者
の
過
労
死
の
実
態
を
、
厚
生
労
働
省
が
適
切
に
把
握
し
、
そ
れ
を
国
民
に
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
の
見

解
を
示
し
て
下
さ
い
。

二

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
対
象
者
が
過
労
死
し
、
過
労
死
認
定
（
労
災
認
定
）
さ
れ
た
場
合
、
裁
量
労
働
制
の

よ
う
に
、
年
間
の
件
数
は
公
表
さ
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の
過
労
死
し
た
労
働
者
が
過
労
死
認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
、
そ
の
却
下
さ
れ
た
年
間
の
件
数
は
公
表
さ
れ
ま
す
か
。

一



三

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
が
違
法
に
適
用
さ
れ
て
い
た
場
合
で
、
過
労
死
認
定
が
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
年
間
の
件

数
は
公
表
さ
れ
ま
す
か
。

四

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
、
健
康
管
理
時
間
が
、
一
週
間
当
た
り
四
十
時
間
を
超
え
た
場
合
の
そ
の
超
え
た
時

間
が
一
月
当
た
り
百
時
間
を
超
え
た
労
働
者
に
、
医
師
の
面
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
当
該
労

働
者
が
医
師
の
面
接
指
導
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
、
事
業
主
お
よ
び
当
該
労
働
者
に
、
何
ら
か
の
罰
則
は
適
用
さ
れ
ま
す

か
。

五

四
に
つ
い
て
、
も
し
罰
則
が
適
用
さ
れ
な
い
な
ら
、
あ
る
い
は
、
当
該
労
働
者
が
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
適

用
か
ら
外
さ
れ
な
け
れ
ば
、
事
実
上
、
労
働
者
が
医
師
の
面
接
指
導
を
受
け
る
強
制
力
は
な
く
、
労
働
者
の
健
康
確
保
の
た

め
の
実
効
性
が
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

六

「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
の
、
九
で
は
「
改
正
法

施
行
後
、
速
や
か
に
制
度
運
用
の
実
態
把
握
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
「
必
要
な
措
置
」
に
は
、
速
や
か
に
実
態
把
握
を
行
い
、
労
働
基
準
法
の
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

の
部
分
に
つ
い
て
、
年
収
要
件
の
引
き
下
げ
な
ど
、
対
象
拡
大
も
含
め
法
改
正
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

二



か
。
そ
れ
と
も
、
こ
の
必
要
な
措
置
に
は
、
対
象
拡
大
に
関
わ
る
法
改
正
は
、
一
切
含
ま
れ
ま
せ
ん
か
。

七

平
成
三
十
年
五
月
十
日
質
問
第
二
八
三
号
で
も
質
問
し
、
明
確
な
答
弁
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
再
度
質
問
し
ま
す
。
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
検
討
過
程
で
、
専
門
的
な
職
業
に
従
事
す
る
十
二
人
の
方
か
ら
聴
取
し
た
意
見
が
公
表
さ

れ
て
い
る
以
上
、
「
そ
の
御
意
見
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
公
表
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差

し
控
え
た
い
」
と
の
答
弁
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
十
二
人
の
意
見
聴
取
の
対
象
者
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
、
方
法
で
選
定
し
た

の
で
す
か
。
厚
生
労
働
省
が
、
対
象
者
を
直
接
選
定
し
た
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
厚
生
労
働
省
で
一
定
の
企
業
等
を
選
定

し
、
当
該
企
業
に
、
意
見
聴
取
の
対
象
者
の
抽
出
を
依
頼
し
た
の
で
す
か
。

八

七
に
つ
い
て
、
意
見
聴
取
の
場
で
は
、
当
該
労
働
者
が
所
属
す
る
企
業
等
の
管
理
職
や
上
司
、
人
事
担
当
者
の
い
ず
れ
か

の
方
が
同
席
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
す
か
。

九

七
に
つ
い
て
、
十
二
人
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
企
業
に
依
頼
し
た
際
の
依
頼
状
は
何
月
何
日
に
発
出
し
ま
し
た
か
。
ま
た
、
内

容
の
概
略
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

右
質
問
す
る
。

三


